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修士論文概要 
主観的幸福感における自己愛的脆弱性の影響 
—本来感との対比及び相互独立的・相互協調的自己観との関連から— 
郡司	 真由美 
 
1．問題と目的 
	 現代の日本の青年は、幸福感を抱いてい
るということが内閣府の調査（2010、2012）
からわかった。また「幸福度を判断する際
重視した事項」の６割が「友人関係」と答
えており、現代の青年の幸福感と友人関係
が密接に関連していることが明らかとな
った。 
現代の青年の特徴として、岩田（2006）
は多元性を指摘し、自己一貫性への志向の
肯定の減少を指摘する。また小塩（1998）
はKohut.H の理論を背景にして、現代の青
年は傷つけ合うことを回避する傾向を上
げ、そのため彼らの友人との関係は、他者
の評価を気にしながら自尊感情を維持す
る過敏型自己愛の特徴を示す群と関連が
あるという。 
これらのことから筆者は現代の青年の
特徴である「多元性」や「繊細な感受性」
は自己愛的脆弱性に関連しているのでは
ないかと考える。本研究の第１の目的は、
友人関係の維持が主観的幸福感に関連し
ている現状には過敏型自己愛パーソナリ
ティの特徴である自己愛的脆弱性が何ら
かの形で関連しているのではないかとい
うことを検討することとする。 
また第２の目的として、文化的自己観に
着目し、日本を含むアジア文化に一般的に
多く見られる相互協調的自己観が自己愛
的脆弱性に影響を及ぼしているのではな
いかを検討することとする。今日まで我が
国は欧米の文化に移行していたが、一度欧
米文化に傾いた経過を経て、再び共同体感
覚を持つ日本文化を顧みている影響が自
己観にも見られるのではないか。 
伊藤・小玉（2005）によると、本来感の
方が自尊感情よりも幸福感に影響を与え
る傾向があることが示唆されている。
Kernis,M.H.（2003）は本来感を「中核的な
自己によって自身が機能している感覚」と
定義している。第３の目的は幸福のもう一
つの形である本来感が現代の青年の特徴
である自己愛的脆弱性とどのような関連
を持つのだろうかを検討することとする。 
 
2．方法  
調査対象：S 大学の学部生・大学院生 182
名（有効回答数 160 名） 
調査期間：2017 年１月～２月 
調査方法：無記名式の質問紙調査 
質問紙内容：主観的幸福感尺度（伊藤・相
良・池田・川浦版）、自己愛的脆弱性尺度
NVS（短縮版）、相互独立的・相互協調的自
己観尺度（木内版）、本来感尺度、フェイス
シート 
 
3．結果と考察               
(1) 「自己愛脆弱性」からの「主観的幸福
感」「本来感」への影響 
自己愛脆弱性の各下位尺度を説明変数
とし主観的幸福感の下位尺度と本来感を
それぞれ目的変数として重回帰分析（強制
投入法）を行った。結果、本来感では有意
な回帰式を得ることはなかったが、主観的
幸福感に対しては、「至福感」以外の各下位
尺度に対する回帰式が有意となった。そこ
で、有意な標準化係数となったのは自己愛
脆弱性の下位尺度である自己顕示抑制と
承認・賞賛過敏性であった。 
この結果から、今回の被験者は自己愛脆
弱性の自己顕示抑制と承認・賞賛過敏性状
態が主観的幸福感に関連している結果と
なった。しかしながら、主観的幸福感とは
異なった外的な成功、不成功体験による幸
福感とは異なった内的な基準に基づく本
来感には自己愛的脆弱性が影響を与えて
いなかった。 
(2)「相互独立的・相互協調的自己観」から
「自己愛脆弱性」への影響 
相互独立的・相互協調的自己観と性差を
説明変数とし、自己愛脆弱性の各下位尺度
を目的変数とする重回帰分析（強制投入法）
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を行った。自己顕示抑制と承認・賞賛過敏
性を目的変数とした場合に回帰式が有意
であり、共に正の影響であり、相互協調的
自己観が高いことが２つの目的変数の尺
度得点を高めていた。つまり、日本文化的
な相互協調的自己観が高いと、自己顕示抑
制、同じく承認賞賛過敏性が高いという結
果となった。問題で指摘した上地、岩田の
報告から他者との関係を気遣う青年像を
見て取ることができる。 
(3) 「主観的幸福感」に対する「相互独立
的・相互協調的自己観」「自己愛的脆弱性」
と交互作用 
重回帰分析の結果で有意な影響関係で
あった相互独立的・相互協調的自己観と自
己顕示抑制、同じく独立的・相互協調的自
己観と承認・賞賛過敏性に対して、それぞ
れの尺度得点の平均から上位群（以下Ｈ群）
と下位群（以下Ｌ群）に分け、有意な影響
が見られなかった主観的幸福感の下位尺
度である至福感を除き、他の下位尺度得点
を従属変数として被験者間要因の２×２の
分散分析を行った。その結果交互作用が有
意であったのは、「自信」を従属変数とした
相互協調的自己観（Ｈ・Ｌ群）と自己顕示
抑制（Ｈ・Ｌ群）、同じく自信を従属変数と
した相互協調的自己観（Ｈ・Ｌ群）と承認・
賞賛過敏性（Ｈ・Ｌ群）であった。 
前者の交互作用では、自己顕示抑制をし
ない者は相互協調的自己観であると自信
が持てるのに対して、自己顕示抑制をして
しまう者は相互独立自己観であると自信
が持てるとなる。後者の交互作用では、承
認・賞賛過敏性が弱い者は相互独立的自己
観が低いと自信があり、逆に承認・賞賛過
敏性が強いと相互独立的・相互協調的自己
観どちらであろうと自信の在り方は変わ
りがないことになる。この２つの交互作用
から見えてくるところは、青年が自信を持
てるか否かは自己顕示抑制や承認・賞賛過
敏性の在り方だけでは決まらず、文化的な
背景を有する相互独立的・相互協調的自己
観かといった自己観の在り方で変わって
くることになる。 
主観的幸福感に対しては、Kohut.H.理論
に基づく自己愛的脆弱性から幸福感を味
わえないどころか、自己愛的脆弱性ゆえに
幸福感を体験しているという結果となっ
ている。しかしながら、相互独立的自己観
か協調的自己観かという文化的な背景に
より、単に自己愛的脆弱性を有するとして
もその青年が幸福感を有するか否かは異
なってくるという結果となった。これらの
結果から、現代の青年が自己愛的脆弱性ゆ
えに多元性を有し、そのことが幸福である
のか否かという論点に対して欧米文化が
流入する中で、我が国ならではの自己観に
対する独立的・相互協調的自己観の間の
「ゆらぎ」の課題があることを指摘した。 
 
4．今後の課題 
	 今後の課題としては現代の青年の幸福
感を捉えるために自己愛的脆弱性と随伴
性自尊感情と本来感との関連を検討する
ことが必要であると考えられる。 
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